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【研究テーマ】

1. アルツハイマー病脳における老人斑アミロイドのインビボ画像化に関する研究

2. 生体代 機能を利用した放射性蛋白 ・ペプチド性医薬品の分子 に関する研究

3. 疾患の診断を目的とした 代 機能測定剤の開発に関する研究
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1. 畠中 瑛介，原武　 ，小野 正博，明石 真 ，中山 守雄：新 N-メチルグルカミ
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【特 】

1. 中山 守雄、原武 、小野 正博、西田 教行、片峰 茂：プリオン病診断用組成物、

特 2007-316987、平成 19年 12月 7日出

【研究費取得状況】

1. アルツハイマー病の早期診断を可能にする老人斑アミロイドの分子イメージング技
術の開発；新エネルギー・産業技術総合開発機構／産業技術研究助成事業

2. 脳内アミロイドβ蛋白の検出を目的とした新 分子イメージングプローブの開発；文

科学省科学研究費若手研究(B)
3. コンフォメーション病診断用分子イメージングプローブの創製；医薬基盤研究所／保
健医療分野における基礎研究推進事業

4. ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）を基盤分子とするアミロイドイメージングプロー
ブの開発；厚生労働省科学研究補助金／医療機器開発研究推進事業

【過去の研究業績総 】

原著論文（欧文） 38 編 （ 文） 2編

総説　　（欧文） 0編 （ 文） 2編

特 7 件


